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〔
投
稿
規
程
〕 

『
早
稲
田

大

学

日
本
古
典
籍
研
究
所
年
報
』
第
一
七
号
掲
載
の

原
稿
を
左
記
要
領
に
て
募
集
し
ま
す
。 

・
投
稿
資
格 

本
研
究
所
の
研
究
所
員
・
招
聘
研
究
員

ま
た
は
本
研
究
所
の
活
動
に
理
解
を
有
す
る
者
。 

・
内 

容 

平
安
時
代
以
前
を
中
心
と
す
る
日
本
古
典

籍
お
よ
び
そ
の
関
連
諸
分
野
に
関
す
る
研
究
論
文
・

資
料
紹
介
・
研
究
ノ
ー
ト
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
。 

・
分 

量 

四
百
字
詰
換
算
で
一
〇
～
三
〇
枚
程
度
。

図
版
・
写
真
の
掲
載
は
要
問
合
。 

 

な
る
べ
く
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
と
も
に
投
稿
の
こ
と
。 

・
締
切
り 

二
〇
二
三
年
一
二
月
二
〇
日
（
必
着
）
。 

・
送
り
先 

〒1
6

2
-8

6
4

4
 

 

東
京
都
新
宿
区
戸
山
一
ー
二
四
ー
一 

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
二
五
〇
三
研
究
室
内 

日
本
古
典
籍
研
究
所 

年
報
編
集
係 

E
-m

a
il  

h
isa

o
t@

w
a
se

d
a
.jp

 

二
〇
二
四
年
四
月
中
旬
発
行
予
定
で
す
。
原
稿
の
採
否

は
編
集
係
に
ご
一
任
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
誌
は
、
今

号
（
第
一
六
号
）
よ
り
、
早
稲
田
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
て

Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
を
始
め
ま
す
。
今
後
ご
投
稿
に
あ
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

〔
彙
報
〕 

＊
定
例
研
究
会 

二
〇
二
二
年
度
も
、
日
本
宗
教
文
化
研 

究
所
と
の
共
催
で
開
催
。
詳
細
は
、
本
誌
六
七
頁
に
。 

＊
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
ア
ジ
ア
古
典
研
究
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
目
指
し
て―

言
語
と
文
化
の
翻
訳
論―

」 

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
⼤
学
創
成
⽀
援
事
業
早
稲
⽥

⼤
学
国
際
日
本
学
拠
点
が
主
催
し
た
国
際
ワ
ー
ク
シ

ョ

ッ

プ

に

、

本

研

究

所

も

、M
IT

, 
S

ch
o

o
l 

o
f 

H
u

m
an

ities, 
A

rts, 
an

d
 
S

o
cial 

S
cien

ces, 
L

iteratu
re

（M
IT

 

文
学
部
）
、
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
角
田
柳
作
記
念
国
際
日
本
学
研
究
所
と
と
も

に
共
催
機
関
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
『
日
本
「
文
」
学

史
「
文
」
か
ら
「
文
学
」
へ
東
ア
ジ
ア
の
文
学
を
見
直

す
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
の
中
国
語
訳
、
韓
国

語
訳
、
英
語
訳
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
野
に
、
東
ア

ジ
ア
古
典
研
究
に
お
け
る
専
門
用
語
術
語
の
翻
訳
の

問
題
、
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
用
語
集
作
成
の
可
能
性
に
つ
い

て
報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。 

【
開
催
日
】
二
〇
二
二
年
三
月
一
二
日
（
土
） 

【
形
式
】
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
但
し
、
早
稲
田
大
学
学
内
者

は
一
部
対
面
で
参
加
） 

趣
旨
説
明 

W
ie

b
k

e
 D

e
n

e
ck

e
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
）
・
河
野
貴
美
子
（
早
稲
田
大
学
） 

【
報
告
者
】
楽
曲
（
早
稲
田
大
学
〈
院
〉
）
・
魯
耀
翰
（
高

麗
大
学
校
）
・
馮
辰
チ
ェ
ン
（
早
稲
田
大
学
〈
院
〉
） 

【
コ
メ
ン
ト
】
雋
雪
艶
（
清
華
大
学
）
・
宋
好
彬
（
高
麗
大

学
校
）
・M

a
tth

e
w

 F
ra

le
ig

h

（
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
） 

＊
マ
シ
ュ
ー 

フ
レ
イ
リ
ー
先
生
講
演
会
「
戦
後
日
本
の
漢

詩
雑
誌
：
『
雅
友
』
を
中
心
に
」 

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
⼤
学
創
成
⽀
援
事
業
早
稲
⽥
⼤
学
国
際
日
本
学
拠

点
が
主
催
し
た
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
本
研
究
所

も
、
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
角
田

柳
作
記
念
国
際
日
本
学
研
究
所
と
と
も
に
共
催
機
関

と
し
て
名
を
連
ね
た
。 

マ
シ
ュ
ー 

フ
レ
ー
リ
ー
先
生
（
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
大
学
）
の

講
演
会
。Z

o
o

m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
併
用
に
よ
る
ハ
イ
フ

レ
ッ
ク
ス
方
式
で
開
催
。 

【
開
催
日
】
二
〇
二
二
年
一
一
月
八
日
（
火
） 

【
会
場
】
早
稲
田
大
学
三
三
号
館
第
一
会
議
室 

＊
中
日
古
典
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

北
京
大
学
中
国
古

典
学
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
企
画
。
統
一
テ
ー

マ
と
し
て
「
中
日
古
典
学
の
交
流
と
融
合
」
を
掲
げ
、

今
回
の
小
テ
ー
マ
「
典
籍
文
献
研
究
（
中
日
類
書
、
類
聚
、

事
典
、
爾
雅
類
典
籍
）
」
を
め
ぐ
る
研
究
報
告
と
討
議
。 

主
催
：
本
研
究
所
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
⼤
学
創
成

⽀
援
事
業
早
稲
⽥
⼤
学
国
際
日
本
学
拠
点
お
よ
び
北

京
大
学
人
文
学
部
、
北
京
大
学
中
国
語
言
文
学
系 

共
催
：
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
角
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田
柳
作
記
念
国
際
日
本
学
研
究
所
、
科
学
研
究
費
助
成

事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

2
0
K

0
0
3
0
3

）
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
み
る
和
漢
の

「
文
」
と
日
本
古
典
籍
を
め
ぐ
る
学
術
文
化
史
研
究
」 

【
開
催
日
】
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
二
日
・
一
三
日 

【
会
場
】
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（Z

o
o

m

利
用
） 

一
日
目
（
一
一
月
一
二
日
・
土
） 

開
会
挨
拶
：
河
野
貴
美
子
・
杜
暁
勤 

第
１
組
：
類
書
と
経
史
文
献 

司
会
・
討
論
：
河
野
貴
美
子
・
杜
暁
勤 

顧
永
新
「
《
永
樂
大
典
》
稱
引
《
易
》
學
文
獻
與
《
周

易
傳
義
大
全
》
異
同
論—

—

也
論
元
明
時
期
經
學
文
獻
兩

大
主
幹
系
統
的
消
長
」 

程
蘇
東
「
穗
久
邇
文
庫
藏
《
五
行
大
義
》
紙
背
注
所
見

《
太
平
御
覽
》
引
文
考
」 

川
尻
秋
生
「
日
本
古
代
の
史
書
・
法
制
書
と
「
類
聚
」
」 

田
中
史
生
「
『
類
聚
国
史
』
の
風
俗
部
・
殊
俗
部
と
対

外
認
識
」 

第
２
組
：
辞
書
と
注
釈 

司
会
・
討
論
：
吉
原
浩
人
・
顧
永
新 

胡
敕
瑞
「
关
于
汉
译
佛
典
音
译
词
的
讨
论―

以
慧
琳

《
一
切
经
音
义
》
为
例
」 

高
松
寿
夫
「
智
光
『
浄
名
玄
論
略
述
』
の
注
釈
言
説
」 

李
林
芳
「
原
本
《
玉
篇
》
殘
卷
的
釋
義
與
書
證
的
類
型

和
特
點—

—

兼
論
原
本
《
玉
篇
》
的
性
質
」 

孫
玉
文
「
清
代
以
来
《
尔
雅
》
注
释
中
通
假
字
认
定
问

题
例
商
」 

第
３
組
：
類
書
・
辞
書
の
編
纂
、
出
版 

司
会
・
討
論
：
高
松
寿
夫
・
胡
敕
瑞 

笹
原
宏
之
「
平
安
時
代
の
漢
字
辞
典
に
お
け
る
引
用
書

と
日
本
製
漢
字
・
日
本
製
字
義―

『
新
撰
字
鏡
』
『
和

名
類
聚
抄
』
の
典
拠
を
中
心
に―

」 

張
学
謙
「
《
初
學
記
》
版
本
雜
識
」 

河
野
貴
美
子
「
鎌
倉
期
成
立
の
金
言
成
句
集
に
み
る

「
知
」―

『
明
文
抄
』
を
例
と
し
て―

」 

劉
玉
才
「
《
幼
學
指
南
抄
》
徵
引
漢
籍
文
獻
史
源
考
察
」 

第
４
組
：
日
本
に
お
け
る
類
書
の
受
容 

司
会
：
田
中
史
生
・
孫
玉
文 

杜
暁
勤
「
中
国
类
书
的
东
传
及
其
对
奈
良
、
平
安
朝
文

学
创
作
之
影
响
」 

吉
原
浩
人
「
慶
滋
保
胤
の
『
白
氏
六
帖
』
受
容
」 

程
夢
稷
「
拟
效
、
挪
用
与
回
应
：
从
近
世
日
用
类
书
看

“
山
海
经
图
”
在
江
户
日
本
的
流
衍
」 

総
合
討
論
（
自
由
討
論
） 

司
会
：
河
野
貴
美
子
・
杜
暁
勤 

二
日
目
（
一
一
月
一
三
日
・
日
） 

青
年
論
壇 

第
一
組
：
類
書
と
文
学 

司
会
・
討
論
：
長
谷
川
隆
一
・
高
樹
偉 

伊
丹
「
『
蒙
求
和
歌
』
に
お
け
る
「
董
奉
活
爕
」
に
つ

い
て―

類
書
『
類
林
』
『
琱
玉
集
』
と
の
関
係
な
ど
を

中
心
に―

」 

王
佳
琪
「
《
白
氏
六
帖
事
类
集
》
与
白
居
易
文
学
创
作

之
关
联
」 

田
雨
鑫
「
论
《
艺
文
类
聚
》
《
初
学
记
》
对
诗
体
作
品

的
删
削
改
造
」 

崔
鵬
偉
「
百
鬼
夜
行
日
解
釈
の
再
検
討―

『
拾
芥
抄
』

を
手
が
か
り
に―

」 

第
二
組
：
類
書
と
語
学
、
注
釈 

司
会
・
討
論
：
崔
鵬
偉
、
王
佳
琪 

楊
思
思
「
音
义
与
小
学
：
晋
宋
之
际
文
学
变
革
的
语
言

路
径
」 

山
本
早
紀
「
音
楽
分
野
に
お
け
る
「
節
」
の
字
義
と
漢

語
」 

酆
子
翔
「
《
永
樂
大
典
》
引
《
莊
子
》
文
本
校
理—

—

兼

論
日
鈔
本
系
統
《
莊
子
注
疏
》
的
文
本
價
值
」 

王
孫
涵
之
「
「
詩
義
疏
」
考―

『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚

疏
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」 

第
三
組
：
類
書
の
編
纂
、
出
版 

司
会
・
討
論
：
王
孫
涵
之
、
楊
思
思 

大
谷
万
由
子
「
『
本
朝
月
令
』
と
『
礼
記
』
月
令
篇
」 

長
谷
川
隆
一
「
『
群
書
治
要
』
の
選
集
意
図
と
具
体
的
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事
例
の
検
討―

序
文
と
『
群
書
治
要
』
引
『
潜
夫
論
』

を
中
心
と
し
て―

」 

高
樹
偉
「
《
永
樂
大
典
》
纂
修
芻
議
」 

張
鶴
天
「
和
刻
本
《
新
编
古
今
事
类
全
书
》
编
刻
考
略
」 

コ
メ
ン
ト
：
程
蘇
東
・
田
中
史
生 

総
括
、
閉
幕
式 

総
括
：
劉
玉
才
・
高
松
寿
夫 

＊
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
宋
代
の
仏
教
信
仰
と
日
中
文

化
交
流
」
早
稲
田
大
学
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援
事
業
「
国
際
日
本
学
拠
点
」
、
早
稲
田
大
学
総

合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
角
田
柳
作
記
念
国
際
日

本
学
研
究
所
、
寧
波
大
学
浙
東
文
化
研
究
院
、
寧
波
大

学
人
文
学
与
伝
媒
学
院
が
主
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
、
本
研
究
所
も
早
稲
田
大
学
奈
良
文
化
研
究
所
と

と
も
に
共
催
と
し
て
連
名
。 

【
開
催
日
】
一
二
月
二
二
日
（
木
） 

【
形
式
】
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
但
し
、
早
稲
田
大
学
・
寧

波
大
学
学
内
者
は
一
部
対
面
で
参
加
） 

【
報
告
】 

司
会
：
川
尻
秋
生
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
・
奈
良

文
化
研
究
所
長) 

尚
永
琪(

寧
波
大
学
仏
教
文
化
セ
ン
タ
ー
主
任)

「
優
填
王

栴
檀
瑞
像
の
造
像
の
漂
流
に
つ
い
て
」 

龔
纓
晏(

寧
波
大
学
浙
東
文
化
研
究
院
主
席
専
家)

「
恵
暁
、

紹
曇
と
「
輿
地
図
」
」 

田
中
史
生(

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授)

「
薩
摩
塔
の

信
仰
の
背
景
を
探
る―

薩
摩
塔
と
中
国
石
塔
の
銘
文

の
検
討
か
ら―

」 

【
各
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
（
大
学
院
生
）
と
質
疑
】 

司
会
：
王
海
燕(

浙
江
大
学
歴
史
学
院
教
授
・
寧
波
大
学
浙

東
文
化
研
究
院
学
術
委
員) 

【
全
体
討
論
】 

司
会
：
河
野
貴
美
子 

＊
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
第
二
回 

東
ア
ジ
ア
古
典
研

究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
し
て―

言
語
と
文
化
の
翻

訳
論―

」 

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
⼤
学
創
成
⽀
援
事

業
早
稲
⽥
⼤
学
国
際
日
本
学
拠
点
と
と
も
に
本
研
究

所
が
主
催
し
た
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。共
催
はM

IT
, 

S
ch

o
o

l o
f H

u
m

an
ities, A

rts, an
d

 S
o

cial S
cien

ces, 

L
iteratu

re
（M

IT
 

文
学
部
）
、
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
角
田
柳
作
記
念
国
際
日
本
学
研
究

所
。
二
〇
二
二
年
三
月
に
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
二
回
目
。 

【
開
催
日
】
二
〇
二
三
年
三
月
一
日
（
水
） 

【
会
場
】
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
三
三
号
館
二

三
二
教
室 

趣
旨
説
明 

W
ie

b
k

e
 D

e
n

e
ck

e

（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
）
・
河
野
貴
美
子
（
早
稲
田
大
学
） 

【
報
告
者
】
徐
夢
周
・
曾
堰
杰
・
魯
耀
翰
・
沈
慶
昊
・
楊

沅
錫
・
楽
曲
・
蒋
義
喬
・W

ie
b

k
e
 D

e
n

e
ck

e
 

【
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
モ
デ
ル
と
し
て
の
漢
字
文
化

圏
人
文
学
の
未
来
の
風
景
を
創
造
す
る
：
研
究
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構
築
に
む
け
て
」 

ス
ー
パ

ー
グ
ロ
ー
バ
ル
⼤
学
創
成
⽀
援
事
業
早
稲
⽥
⼤
学
国

際
日
本
学
拠
点
と
と
も
に
本
研
究
所
が
主
催
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。共
催
はM

IT
, S

ch
o

o
l o

f H
u

m
an

ities, 

A
rts, an

d
 S

o
cial S

cien
ces, L

iteratu
re

（M
IT

 

文
学
部
）
、

早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
角
田
柳

作
記
念
国
際
日
本
学
研
究
所
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

2
0
K

0
0
3
0
3

）
。 

【
開
催
日
】
二
〇
二
三
年
三
月
二
日
（
木
） 

【
会
場
】
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
三
九
号
館
第

五
会
議
室 

【
登
壇
者
】W

ie
b

k
e
 D

e
n

e
ck

e

・
河
野
貴
美
子
・
陣
野

英
則
・M

ich
e
l W

a
tso

n

・
緑
川
眞
知
子
・
魯
耀
翰
・

山
藤
夏
郎
・
沈
慶
昊
・
田
中
史
生
・
山
本
聡
美
・
山
本

嘉
孝
・
楊
沅
錫 
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訃
報 

厳
紹
璗
先
生 

二
〇
二
二
年
八
月
六
日
ご
逝
去
。
八
二

歳
。
北
京
大
学
教
授
。
本
研
究
所
創
立
以
来
、
招
聘
研

究
員
と
し
て
ご
参
画
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
川
登
亀
男
先
生 

二
〇
二
三
年
二
月
一
〇
日
ご
逝

去
。
七
五
歳
。
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
。
本
研
究
所
創

設
以
来
の
研
究
所
員
で
あ
り
、
定
年
で
ご
退
職
後
は
、

本
研
究
所
顧
問
で
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

本
誌
は
、JS

P
S

科
研
費
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）20

K
0
0
3
0
3

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

       

〔
編
集
後
記
〕 

○
年
報
第
一
六
号
を
お
送
り
す
る
○
編
集
作
業
が
大

幅
に
遅
れ
、
刊
行
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
る
〇
刊
行
の
遅
滞
は
、
ひ
と
え
に
編
集
子

の
怠
惰
に
因
る
と
こ
ろ
で
、
面
目
あ
り
ま
せ
ん
〇
内
容

は
論
文
・
資
料
紹
介
・
注
釈
と
、
多
彩
で
充
実
し
た
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
〇
〔
投
稿
規
定
〕
に
も
記
し

た
と
お
り
、
本
誌
は
、
今
号
よ
り
、
早
稲
田
大
学
リ
ポ

ジ
ト
リ
に
掲
載
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
れ
ば
、
世
界
中

ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
態
と
な
る
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
〇
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

追
々
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
の
予
定
で
す
○
定
例
研
究

会
（
四
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
・
一
月
・
三
月
の
六
回
開
催
予
定
）

も
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る
。
発
表
担
当
者
を
随
時
募
集

中
○
次
号
に
も
奮
っ
て
ご
投
稿
を
賜
り
た
い
（
Ｔ
） 

   

早
稲
田

大

学

日
本
古
典
籍
研
究
所
年
報 

第
一
六
号 

印 

刷 

二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
〇
日 

発 

行 

二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
一
日 

編
集
者 

早
稲
田
大
学
総
合
研
究
機
構 

 
 

 
 

 
 

日
本
古
典
籍
研
究
所 

 

〒1
6
2
-8

6
4
4
 

東
京
都
新
宿
区
戸
山
一
ー
二
四
ー
一 

二
五
〇
三
（
河
野
貴
美
子
）
研
究
室
内 

k
o
te

n
se

k
i@

list.w
a
se

d
a
.jp

 


